
参考資料８ 

 

公立大学法人山陽小野田市立山口東京理科大学給与規程（抜粋） 

 

（期末手当） 

第21条 期末手当は、６月１日及び12月１日（以下この条から第23条までこれらの日

を「基準日」という。）にそれぞれ在職する職員に対して、それぞれ６月30日及び12

月10日（次条及び第23条においてこれらの日を「支給日」という。）に支給する。

ただし、これらの日が日曜日に当たるときはこれらの日の前々日、土曜日に当たると

きはこれらの日の前日に支給する。これらの基準日前１箇月以内に退職し、若しくは

就業規則第29条第１項第３号及び第４号の規定により失職し、又は死亡した職員（第

28条第７項の規定の適用を受ける職員及び理事長が別に定める職員を除く。）につい

ても、同様とする。 

２ 期末手当の額は、期末手当基礎額に、100分の125を乗じて得た額に、次の各号に

掲げる基準日以前６箇月以内の期間におけるその者の在職期間の区分に応じ、当該各

号に定める割合を乗じて得た額とする。 

(1) ６箇月 100分の100 

(2) ５箇月以上６箇月未満 100分の90 

(3) ４箇月以上５箇月未満 100分の80 

(4) ３箇月以上４箇月未満 100分の70 

(5) ２箇月以上３箇月未満 100分の60 

(6) １箇月以上２箇月未満 100分の50 

(7) １箇月未満 100分の40 

 

（勤勉手当） 

第24条 勤勉手当は、６月１日及び12月１日（以下この条においてこれらの日を「基

準日」という。）にそれぞれ在職する職員に対し、それぞれ６月30日及び12月10日

に支給する。ただし、これらの日が日曜日に当たるときはこれらの日の前々日、土曜

日に当たるときはこれらの日の前日に支給する。これらの基準日前１箇月以内に退職

し、若しくは就業規則第29条第１項第３号及び第４号の規定により失職し、又は死亡

した職員（理事長が別に定める職員を除く。）についても、同様とする。 

２ 勤勉手当の額は、勤勉手当基礎額に、100分の105を乗じて得た額に、第21条第２

項各号に掲げる基準日以前６箇月以内の期間におけるその者の在職期間の区分に応

じ、当該各号に定める割合を乗じて得た額とする。 


